




班研究一年目としてRetrospective に新生児の健康を害する因子について検討を行ったが、

胎児・新生児に及ぼす Risk Factors として

1.早産に伴う未熟性(多胎妊娠も含む)

2.胎盤機能不全に伴う低酸素血栓(重症妊娠中毒症に起因する事が低い)

3.巨大児等にみられる分娩障害

が列挙されるが、これらの多くは「厳重な妊娠管理」にて予防が可能であると考えられる。

班研究一年目は充分にデータが揃った症例に限定して検討を行ったが、日常臨床において

は、他院にて妊娠中充分な管理が行われず早産の分娩前後にあるいは重症妊娠中毒症が発

症してから上級施設へ転送されてくる場合が多い。そこでこのような妊婦に対して充分な

管理がなされなかった原因を

1.医師側

2.患者側

3.パラメディカル側

の 3つの面からの検討を行った。


